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 4 月 20 日（金）には，1 年生を迎える会を行いました。入場は，

6 年生に手を引かれ，音楽と手拍子に合わせて，かわいく行わ

れました。6 年生の恥ずかしそうな表情も，こんな時しか見られま

せん。かわいい 6 年生の姿も，なかなかいいものです。 

 その後みんなで，歓迎のヘビ

じゃんけんと○×クイズを行い

ました。楽しく、元気に取り組む

子どもたちの姿を見て，学年を

越え，仲良くかかわることのできる西橋北小学校の子どもたちの

すばらしさを実感することができ，またまたうれしくなりました。 

 会の終わりには，1 年生は，全校児

童とのハイタッチで退場しました。だれ

もが，にこやかや顔で，一人ひとりていねいに 1 年生とのハイタッチに

臨みます。新しく入った 1 年生を大切ななかまとして接している様子が

うかがえます。なんともほほえましい限りです。 

 なかまとの絆を大切にするとともに，西橋北小学校で結ばれた絆は，

一生涯切れることなく続くものであることを忘れず，これからの学校生

活を有意義なものにしてほしいと願っています。 

     

    

 4 月 23 日（月）に，前期委員会の紹介を行いました。図書，放送，

飼育，掲示，保健，栽培，体育，代表の 8 委員会から，仕事の内容

やお願い事，担当者の名前などを発表していきました。5 年生以上

の児童による，自主・自治活動です。代表委員会だけは，4 年生の

代表委員が加わります。 

この委員会活動を通して，子どもたちに，奉仕

活動に対する意識の向上を図ります。これからの

社会で必要になる，奉仕の精神の基礎を身に付けてほしいと思います。 

また，発表を聞いている 4 年生以下の子どもたちも，委員会の人だけに任

せるのではなく，協力し合うことも学校生活をよりよくするためには必要だとい

うことを分かってほしいと思います。 



 

 4 月 27 日（金）は，とてもすばらしい天候に恵まれ，全校の子ども

たちは，楽しみにしていた遠足を満喫することができました。 

 1,2 年生は桑名市の九華公園，3,4 年生は南部丘陵公園，5,6

年は垂坂公園が目的地です。1～4 年生は，電車にも乗り，公共

でのマナーも学習できる機会となって

いました。5,6 年生は，自分の足でひ

たすら歩きます。 

。

 

。 

 また，保護者の皆様には，弁当作りでたいへんお世話になりました。

九華公園では，左の写真のようなチョッパーのキャラ弁を発見しました。

すごい技ですね。感心しました。 

このような異学年での活動は，上の

学年にも，下の学年にも，それぞれに応じた効果が期待されます

西橋北小学校の子どもたちには，常に

「なかま」を意識した取組を継続して与

えていきたいものです。

 この日の遠足でも，いたわる優しさや

迷惑をかけないようにという協力性がよく

発揮され，天気と同様に，すばらしい活動となりました。絆を大切にした，

体験的活動をより充実させ，子ども同士を強く結び付けていきたいと思

います

  

学習ボランティアの募集（再度のお願い） 

 №1 でご案内しました「学習ボランティア」として，現在 2 名の方から申し出をいただいていま

す。実際には，諸活動の中で，もう少しボランティアの人数が必要となる場面も生じます。 

 資格も条件も何も必要ありません。「子どもとかかわることが好き」「自分の成長のために」

「社会奉仕の一環として」など，できそうなときに，できることをすることで結構です。登録した

ら，自由がなくなるとか，行かなあかんとか思わないでください。もっと気楽に考えていただ

き，子どもたちとともに楽しんで活動してほしいと願っています。 

 学校は，とかく敷居が高く感じられるようです。昨年度からお知らせしていますように，学校

は，基本的に毎日開放です。気軽にお越しいただき，学校や子どもの様子を見てほしいと思

います。そして，現在の学校の雰囲気を感じていただければ幸いです。 

 保護者に限らず，広く地域の方々のお力をお貸しください。そして，文字通り，学校と地域が

一体となって子どもの成長にかかわっていけたらすばらしいと思います。現在予定している学

習内容は，習字（準備や片づけのお手伝い），図工科（工作，版画等），家庭科（裁縫，調理

等の実習）などです。これ以外にも，できそうなところは挑戦していこうと思っています。どう

ぞ，ふるってご参加ください。みんなで，ボランティアの輪を広げていきましょう。 
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